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XARM 搭載 Xtend は、望遠鏡と CCD カメラからなる軟 X 線撮像装置である。広視野かつ低バックグラウン
ドの撮像分光観測を行うとともに、もう一つの観測機器である Resolve の精密分光スペクトルから正しい観測量
を抽出するためのサポートとしての役割も持つ。そのために Xtend に課される要求の一つが、6 keV におけるエ
ネルギー分解能 (運用開始時で 200 eV、運用 3 年経過後で 250 eV (いずれも半値全幅))であり、これを満たすた
めの鍵が CCD の放射線耐性である。軌道上では、センサ部に入射した陽子が Si 結晶格子を損傷させ、信号電荷
の転送効率を下げることで結果的にエネルギー分解能が悪化する。我々は Xtend 用 CCD の開発にあたり、電荷
転送路内のポテンシャルにノッチ構造を設けることで、電荷が転送中にトラップされる確率の低下を図っている。
今回我々は、試作小型 CCD に対して、放射線医学総合研究所 HIMAC において陽子線 (100 MeV)を照射した。
ビーム径 (1σ ∼ 1.3 mm)がセンササイズ (7.7 mm × 6.1 mm) に対して小さいため、ドーズ量が撮像領域内の場
所に依存する。場所ごとの電荷転送効率を解析した結果、ドーズ量に対する転送効率劣化の度合は、ノッチのな
い CCD に比べて、1/2∼1/3程度に抑えられていることが分かった。実験結果と要求の充足について報告する。


